
































































西鶴の文章の捉え難さや、破格は連句における「想念の飛躍」に確かに求め得るのかも知れない。『日本永代蔵』 （貞享五・一六八八年正月刊。以下、 『永代蔵』と略記。 ） 「初午は乗てくる仕合」 （巻一ノ一）冒頭の序文に相当する もまた、 「想念の飛躍」や矛盾を大いに含んだ箇所である。 「死すれば何ぞ金銀瓦石にはお
2（	 『日本永代蔵』冒頭文考










































































































































一 　天道とは、天地の間の主人なり。形もなきゆへに、目にも見えず。然ども春夏秋冬の、次第のみだれぬごとくに、四時をおこなひ、人間を生ずる事も、花咲実なる事も、五穀を生る事も、是皆天道 わざなり。人の心は形なくして、しかも一身 ぬしとなり、爪の先髪筋のはづれまで、此心行わたらずと云事なし。
此人の心




































































































































鷹が鷹らしく、猫が猫らしくそれぞれの道に従って生きる に、人 人らしい行 をすることを「人の人たる」というのだとする翁の返答はまことに簡潔である。ただ、 翁は「人は皆人」であっ も、 「人たる人」と「人たらぬ人」に二分されると引用部に述べている。翁はこ 問答の後、 『大学』に説かれるところの物事の本末前後をよくわきまえ、人の道を知る者こそが、 「人の人たる」人にふさわしい、との見解を明らかにしている。
では、分別をわきまえ、 『大学』の掲げる明徳に至った者は、豊かな渡世が約束されるのであろうか。その点、





















」云々をもじったのは、聖人や矢野氏の言う悪人と うよりはむしろ、 「人ノ人トス可キ非常人」 は、ひと
の道をよく弁えた人のごとく金銀 確保にたけた、ご 限られた人だけが豊か 渡世するの ニュートラルに書
3（	 『日本永代蔵』冒頭文考















たい。すなわち、 「人たる人」 「ゆたかにわ る」のに対して、 「常 人」が「身を過る」こと 対比した表現になって る。そのための手段・仕事・職業が以下の、 「士農工商」云々である。
退蔵貨幣の戯画的神格化とおぼしき「始末大明神の御託宣」には、ありとある職業従事者が浴すると書く時、そ












善なり真理に導く者や、それを体現する者 手に選ばれて収まるとい 認識を西鶴は有してはい いのではあるまいか。その意味 、 「始末大明神 は、人心の本体のように「実（善） ・偽（悪） にかかわりのな 空虚な存在で
32














































































































































































































先に引用したが「三面 大黒殿のまゝにもなら」 （巻三ノ四）ない が、 貨幣の流通である。だが、 金銀が最上の「宝舟」であるからといって、それを獲得するために公序良俗が撹乱されることはあってはならない。そのこと 配慮されたのは次に続く一文ではあるまいか。





















































ともに、 『西鶴新論』 （ 『定本織田作之助全集





	 『西鶴新論』 「七 　町人物の教訓」
（５）
	 『西鶴新論』 「九 　西鶴の文章」
（６）
	
都の錦には、 「そも〳〵西鶴其身文盲にして」云々（ 『元禄太平記』巻二ノ一）の文句が、馬琴には、 「この人肚裏に
一字の文学なしといへども」云々（ 『燕石雑志』 ）の文句がある。
（７）




































































































































































4（）	 『西鶴新論』 「七 　町人物の教訓」






A Study on the Beginning Part of Nippon Eitai-Gura
Yasuhiko	HAMADA
Nippon Eitai-Gura	 (written	by	Saikaku	 Ihara,（（（（)	doesn’t	have	a	
preface;	however,	 the	beginning	part	of	 “Riding	 to	 success	on	a	 lucky	
horse	(（-（)”	is	thought	to	play	the	role	of	its	preface.
This	beginning	part	can	be	divided	into	two	parts	by	their	contents	
and	the	styles	 that	 the	writer	used	 in	 them.	 In	the	first	half	of	Saikaku	
gave	a	mediocre	 lesson	on	the	value	of	gold	by	making	good	use	of	his	
rich	knowledge	of	classics,	while	 in	 the	 latter	half	 that	 starts	with	 the	
sentence	“It	is	thought	the	secret”,	Saikaku	insisted	on	the	utmost	value	of	
money	and	he	did	not	show	the	knowledge	of	classics	very	much.
In	this	article	I	am	going	to	analyze	this	beginning	part	by	taking	its	
unique	structure	into	consideration.
キーワード：日本永代蔵、序文相当部、ひそかな思い、銀徳、古典駆使
